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要 旨

機械翻訳に おける テキ ス ト編集の作業は い わゆ る ｢前 ･ 編集｣ 及び ｢ 後 ･ 編集｣ に分けられ るが,

こ の両者の うち前 ･ 編集の重要度 は極めて高い ｡ 前 ･ 編集は適正な翻訳結果を得るため に行う, い

わば ｢最適入力文｣ 決定の過程で ある｡ 前 ･ 編集の
一

般的原則に つ い て は現在ある程度知られ て い

るが, 機械翻訳を実用に供する場合の観点から考察すれば, こ の作業は相当多面的で繁雑なもの で

ある ｡ 現段階の機械翻訳 シ ス テ ム の仕組みは入力文の形式的統語構造に も っ ぱら依存せ ざるを得ず,

意味の領域を十分に扱えない か らであ る ｡ 本稿は ｢ 日 - 英｣ 機械翻訳 シ ス テ ム に おける前 ･ 編集の

ありかたを探ろうとする試みの
一

端を報告する もの で ある ｡

キ ー ワ ー ド

前 ･ 編集, 後 ･ 編集, 構造依存的, 商業通信文, 意味上の c b n t e x t , あ い ま い性,

読みやすさの指標

1 は じめに

ごく
一

般的な問題 は別として 実際上 の具体

的な事柄に な ると, 前 ･ 編集は個々 の 翻訳 シ

ス テ ム の相性, 対象とする入力文の 属する ジ ャ

ン ル等と深く結び付い て い る ｡ それぞ れの シ

ス テ ム
,
それぞ れの 対象文の ジ ャ ン ル に よ っ

て前 ･ 編集の 程度,
工夫の仕方等が異なる筈

で ある｡ シ ス テ ム の 側か らみれ ば, 対象文の

分析及 び翻訳文生成の プ ロ セ ス , 辞書の登録

語数及 び登録の仕方, 専門辞書の有無,

ユ ー

ザ
ー

･ イ デ ィ オ ム の登録の有無等が前 ･ 編集

の ありか たを決定し, また, 対象入力文に つ

い て みれば, 例え ば, 科学 ･ 技術論文に属す

る文と商業通信文に属するもの と で は自ずか

ら扱い方に差が ある筈で ある｡ 従 っ て , 当然

なが ら, 本稿に示す前 ･ 編集の事例と, 他の

シ ス テ ム に より他種 の文を扱うもの との 間に

は細部に おい て必ず しも共通性があると は言

え ない で あろう ｡

本稿 で紹介する前 ･ 編集の事例は, パ ソ コ

ン で作動す る B 社市販 の 日 - 英翻訳 シ ス テ ム

( V e r si o n Ⅳ) に よ るもの で ある ｡ ただ し,

専門辞書は使用せず, 辞書更新もせず, ユ
ー

ザ
ー

･ イ デ ィ オ ム も登録 せず, 標準装備 の基

本辞書の みを使 い ,
ま た

, 日本文に 大雑把な

処理をする プ ロ セ ッ サ ー も使わな い ことに し

た ｡ いわば ｢ 丸裸｣ の まま の シ ス テ ム とい う

こ とに なる ｡ 対象入力文と して は商業通信文
い

を選 らん だ ｡ こ の シ ス テ ム の内部の分析 ･ 変
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換 ･ 生成の方式, 辞書 の記述方等は ユ ー ザ ー

に は不明である｡ そこ で この シ ス テ ム をブラ ッ

ク ･ ボ ッ ク ス と して ラ ン ダム に 日本語原文を

入力し結果をみ る ことに した ｡ 以下は極めて

限定 された小規模の ｢ 実験｣ の結果を報告す

るもの であり , 包括的 ･ 網羅的な研究で はな

い ｡ 次節以降で は前 ･ 編集を施 さな い 日本語

原文( a) , そ れに 対応す る機械翻訳文( b) ,

前 ･ 編集を施した 日本語入力文( c) , それ に

対応する翻訳文( d) , 及び後 ･ 編集を施し た

翻訳文( e) を示 し, 若干 の考察を加 える こ と

に する ｡

2 事例と考察( そ の 1 )

こ の翻訳 シ ス テ ム は, 例え ば ｢ 亜希はその

報告を小耳に はさん で胸を撫で下 ろ した ｡
2

]
と いう日本文を A k i h a p p e n e d t o h e a r t h e

r e p o r t a n d f elt r eli e v e d . の よ うに さ らり

と翻訳する ｡ しか し, 実際に は前 ･ 編集な し

で この よう な結果を得る こ と ば稀 である ｡ 次

の 場合もそ の稀な例で あろう ｡

1 - a : 信用状の 有効期限を 9 月3 0 日ま で 延

ばして頂 ければ幸い です ｡

1 - b : W e w o u ld a p p r e ci a t e i t v e r y m u c h

if y o u w o u l d e x t e n d t h e t e r m o f

v alid it y o f t h e l e t t e r o f c r e d it

u n t il S e p t e m b e r 30 .

1 - e : W e w o u ld a p p r e ci a t e i t v e r y m u c h

if y o u w o uld e x t e n d t h e v a lid it y o f

t h e l et t e r o f c r e dit u n t il S e p t e m b e r

30 .

しか し
, 殆どの場合, 前 ･ 編集なしの 日本文

の 翻訳 はまと もな英文に な らな い ｡

2 - a : 貴社の取扱い商品の カ タ ロ グを3 部,

価格表をそえ , 航空便でお送り下さい ｡

2 - b : It a d d s 3 c o p i e s o f , a p ri c e lis t

a n d s e n d a c a t a l o g o f h a n dli n g

g o o d s o f y o u r c o m p a n y b y a i r

m ail .

2 - c : どうぞ我等に君が扱 っ て い る商品の

3 部の カ タ ロ グと価格表を航空便で送

れ ｡

2 - d : S e n d 3 c o p l e S O f c a t a l o g s a n d a

p r l C e li s t o f t h e g o o d s t h a t y o u

a r e h a n d li n g t o u s p l e a s e b y ai r

m a il .

2 - e : P l e a s e s e n d u s b y a i r m ail 3 c o p-

i e s o f c a t a l o g a n d a p r l C e li st o f

t h e g o o d s y o u a r e h a n d li n g .

2 - c の 前 ･ 編集後の 日本文は文体的 に か

なり不自然 なもの である ｡ しか し, 前 ･ 編集

は自然 な翻訳文を得 るための 操作の
一

つ で あ

り, 日本文自体 の文体は問題 に しな い ｡ 商業

通信文 で は通常 ｢ 貴社｣ , ｢ 当社｣ は y o u ,

w e で よ い の で こ れを ｢ 君｣ , ｢ 我等｣ と入力

す る｡ こ の方が キ - に よる入力打数が少なく

て 済むか ら である ｡ ｢ 我等に｣ に 相当す る部

分は原文に は ない が , 日本語で は自明で あ っ

て も英語 の場合間接目的語 の必要上 これ を補

わなくて はな らな い ｡ こ の翻訳 シ ス テ ム で は

間接目的語 は常 に フ レ ー ズ化 され て当然文の

後部ヰこまわる ｡ 直接目的語相当部分が長 い と

全体と し て不自然に なるの で こ れ は後 ｡ 編集

で処理する ｡ ｢ お送り下さ い｣ は意味的余剰

成分を省い て ｢ 送れ｣ とする ｡ ただ し, これ

は原則と して の こ と で ,
こ の シ ス テ ム で は

,

ある程度の 定型が登録さ れて い て
, 例えば ,

ド- し て 頂けれ ば幸い で す｣ の 場合 w e w o u l d

a p p r e ci a t e it v e r y m u c h if y o u w o u ld . …

が ス ッ と出てくる の で ある｡ 1 - a が 前 ･ 編集

を要 しなか っ たの はそ の ためで あ る ｡ 2 - a と

類似 の もの をもう 一 例示す｡
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3 - a : 手頃な値段の家電製品の詳し い 一 覧

表をお送りくだ さい ｡

3 - b : S e n d a d et a il ed li s t o f h o u s eh o ld

el e c t ri c a p p li a n c e s o f t h e r e a s o n a bl e

p r l C e ･

3 - c : どうぞ我等に手頃な値段の 家電製品

の詳しい
一

覧表を送れ｡

3 - d : P l e a s e s e n d a d et ail e d li st of

h o u s e h o ld el e ct ri c a p p li a n c e s o f t h e

r e a s o n a b l e p r l C e t O u S .

3 - e : P l e a s e s e n d u s a d e t a il e d lis t o f

h o u s e h o l d el e c t ri c a p p li a n c e s o f

r e a s o n a b l e p r l C e S .

3 - c で ｢ どうぞ｣ を加え たの は 2 - c の場

合と同様に , 対象文が商業通信文であるため,

原文の敬体の雰囲気 を残そうとしたか らで あ

る ｡ こ の ような工夫の範囲は限られて い るが ,

ある程度の こと は可能で ある ｡ もちろん対象

文の 属する ジ ャ ン ル に よ っ て は こ の ような配

慮の 全く不必要な場合も多い ｡

4 - a : 在庫が急に 減 っ てまい りましたの で ,

一

日も早く注文品の 船積み をお願 い し

ます ｡

4 - b : E v e n l s t r e q u e s t s a s h i p m e n t o f

a n e a rl y o r d e r a r ti cl e , b e c a u s e w e n t

a n d a st o c k d e c r e a s e s s u d d e nl y .

4 - c : 我が在庫は急速に 減 っ て い る ｡ 我等

は君が我が注文品を出来る だ けま もな

く船積みす る ことをお願い します｡

4 - d : O u r s t o c k i s d e c r e a s l n g r a p id l y .

W e r e q u e s t t h a t y o u s hi p o u r o rd e r

a rt i cl e a s s o o n a s p o s sib l e .

4 - e : O u r st o c k is r a p id l y d e c r e a s l n g ,

s o w e r e q u e s t t h a t y o u ( s h o u ld )

s hi p o u 二r O r d e r a s s o o n a s p o s sibl e .
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4 - a の前半部の ｢ ま いりま した｣ が 4 -

b で は w e n t とな っ て しまう｡ 機械は意味を無

視して形式的に反応する ｡ こうい うい わば機

械の ｢ くせ｣ に敏感に な る ことが前 ･ 編集の

一

つ の コ ツ で あ ろう ｡ 原文の 後半部を最初

｢我等は君が我が注文品を出来るだ け早く船

積みす るよう願う｡｣ と入力してみた ｡ すると,

W e h o p e s u ･c h t h a t y o u s h ip o u r o r d e r

a r ti cl e a s e a rly a s p o s s ib l e . が得られた ｡

何故 s u c h tb a t かと 一 瞬思 っ た が , ｢ す る よ

う｣ の ｢ よう｣ に引 っ 掛か っ た こ とに 気付い

た ｡ ｢ よう｣ を含め て 二箇所直し, ｢ 願 う｣ を

｢ お願 い します｣ に して み た ら 4 - d が 得ら

れた ｡ ち ょ っ と堅 い感じもする の で
,
これは

先に 述 べ た W e w o u ld a p p r e ci a t e … . の 定型

を使 っ た方が よい か も知れな い ｡

前 ･ 編集の 作業で どこまで 深入りするか ,

どの 程度 で打ち切り, 処理を後 ･ 編集 に まわ

すか に つ い て は 一

概に言 い難い ように思われ

る ｡ こ の問題 は機械翻訳 の
一

連 の作業の能率

と深くかか わ っ て い るの で十分検討す べ き課

題となろう ｡ ただ し, い わば ｢ 粗削り｣ で も

前 ･ 編集で肝腎なと こ ろを的確 に処理 して お

かな い と後 ･ 編集の 段階で収拾が っ かなくな

る ｡ 対象文に もよ るが , 前 ･ 編集で適切な処

理が なされ, 後 ･ 編集 で は fi ni s h i n g t o u c h

を施すだけ で済むと い うのが理想的であろう｡

と ころで , 4 - a の 原文の 後半部に は主語

ある い は動作主が明示されて い ない ｡ こ の文

は日本語と して ごく普通の もの であるが , 当

然の こ となが ら, 主語 あるい は動作主を顕在

化させ る こ とは目的語 の場合と同様に 前 ･ 編

集に お ける大原則の
一

つ である ｡

5 - a : ご関心の品目が ござい ました ら
,
ご

一

報あり次第, 見本をお送りします ｡

5 - b : A s s o o n a s t h e r e i s 1 r e p o r t

d u m m y , if a n it e m o f a n i n t e r e s t
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is a s a m p l e d o b e s e n t .

5 - c : もし君が我が商品の何か に 興 味があ

れば, 我等に そ の旨書け｡ 我等が君 の

手紙 を受け取るや い なや , 我等 は君 に

見本を送るだ ろう ｡

5 - a : If y o u a r e i n t e r e s t e d i n s o m e t h i n g

o f o u r it e m w rit e t o u s t o t h a t

ef f e ct . A s s o o n a s w e r e c ei v e y o u r

l et t e r w e w ill s e n d a s a m p l e t o y o u .

5 - e : I f y o u a r e i n t e r e s t ed i n a n y o f

o u r it e m s
,
w rit e t o u s t o t h a t

e ff e ct . W e w ill s e n d y o u s a m p l e s

a s s o o n a s w e r e c ei v e y o u r l e tt e r .

4 - a と同様に 5 - a の 文も普通 の 日本

語 で あるが ,
そ のまま機械に翻訳 させ ると結

果 は 5 - b の ように 全くひ どい こ とに な る ｡

5 - b の 末尾が d o b e s e n t とな るの は不

思議で ある ｡ そ こで , ため しに別途 ｢ 私共 は

見本をあなたに お送りします ｡ ｣ を入力 した

ち w e s e n d a n d d o a s a m p l e t o y o u . が

出た｡ や はり d o が現 われ る ｡ 実は , 機械

が ｢ お送りします｣ の 部分を ｢ お送り + 上
ます｣ と誤分析したの で ある｡ い わば ｢ 深読

み｣ の誤りで ある｡ こうい う誤分析を排除す

るチ ェ ッ ク機能を シ ス テ ム に 付与する こ とは

現在の段階で はか なり困難 であろう｡ 上記の

｢ お送り + しま す｣ - s e n d a n d d o に つ

い て 付言すれば, これは連用形の連結機能と

関係があり,
シ ス テ ム はその連結を読み取る

ように プ ロ グラ ム さ れて い る の で ある ｡ そ れ

が誤分析と なるの は意味上 の c o n t e x t を視

野に 入れる こ とが で きな い か らで ある ｡ つ い

で に
, 送り仮名が誤分析を引き起こす例をみ

よう ｡ ｢ どうぞ この 品を 5 月末ま で に 船積み

せ よ ｡ ｣ を前 ･ 編集を施 した文と し て 入力 し

たら ,
P l e a s e s h o w a n d s h i p t h i s a r t i cl e

b y t h e e n d o f M a y . が 出 た ｡ s h o w a n d

s hi p は , ｢ 船積 十 み ( 見) せ よ｣ に よる ｡

暢夫

｢ 船積みせ よ｣ は ｢ 船積み / せ よ｣ と ｢ 船積

/ みせ よ｣ の両方に解釈で きる点で あい まい

で ある ｡ 4 - a の 用例に は あい ま い 性が な

い
｡ ともかく, 前 ｡ 編集で あいま い性を残す

こと は避けなければならない ｡

次の 例も誤分析を含ん で い る｡

6 1 a : 注文品 は全部出来あが っ て おり, 莱

送するばか りに な っ て おります｡

6 - b : O rd e r a r ti c l e w a all c o m pl e t e d

b e
,
f o r w a r d ば t e n t a t i v el y b e c o m i n g

b e .

6 - c : 君 の 注文の 上の全 その 商品は既 に完

成され て しま っ て い る ｡ 我等 は それ ら

を君 にす ぐに送 る ことが で きる ｡

6 - d : A ll t h e g o o d s o n y o u r o r d e r h a v e

al r e a d y b e e n c o m p l e t e d . W e c a n

s e n d t h e m t o y o u i m m e d i a t el y .

6 - e : A ll th e g o o d s o n y o u r o r d e r h a v e

a l r e a d y b e e n c o m p l e t e d , a n d w e

c a n s e n d t h e m t o y o u i m m e di a t ely .

6 - a の ｢ ばかり に｣ の 部分 に 注 目し よ

う ｡ こ の翻訳 シ ス テ ム で は処理不能の文要素

をそ の まま訳文に 残す こ と に な っ て い る ｡

｢ ばかりに｣ か ら ｢ 仮に｣ を抽出 し て t e n t a-

t i v el
_ y
と したが ｢ ば｣ が残 っ て しま っ た ｡

｢ - す るばかりに｣ の よ うな表現 は考 え て み

れ ば扱い に くい ｡ 多分イ デ ィ オム 登録の守備
3)

範囲に属する問題 で あろう ｡

先 に前 ｡ 編集作業の 程度の ことに触れ たが,

本例 に つ い て 改め て考え て み る ｡ 6 - c の

｢ 君の 注文の上 の全 その 商品｣ と言う の は随

分奇怪 な表現 で ある ｡ これ は , もち ろん all

t h e g o o d s o n y o u r o r d e r を予 め想定 し て

前 ･ 編集した結果で ある ｡ こうして おけば 6

- d の 前半の 文に 後 ｡ 編集 の 必要 は なく な

る ｡ 果 た して そ こまで 処理す べ きか とい うこ
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とも問題で あろうが, 商業通信に おい て は
一

定の 頻出表現の 処理を定型化, パ タ
ー

ン化し

ておく方が便利で能率的であろう ｡ 同様に ,

例え ば, ｢最低数量 200 ケ
ー

ス の 為の( 見積

り) は f o r a m i ni m u m o rd e r o f 200 c a s e s

を得るため に ｢ 200 ケ
ー

ス の 最小限注文の

為の｣ とする ｡

7 -

a : 4 月18 日付けお手紙に よれば, 貴社

は直ちに丸井銀行ロ ー マ 支店を通 じて ,

信用状を開設すると の こ と で した が ,

まだ到着して おりません ｡

7 - b : O n A p ril 1 8 a t t a c hi n g y o u r c o m -

p a n y i s n o t a r r i v l n g y e t , alt h o u g h

it w a s a s u c h c a s e t h a t o p e n s t h e

l e tt e r o f c r e d i t t h r o u g h a ci r cl e 井

b a n k R o m e b r a n c h o f fi c e
,
rig h t

a w a y a c c o rdi n g t o t h e l e t t e r .

7 - c : 4 月1 8 日 の 君の 手紙に よ る と君は丸

井銀行の ロ
ー

マ 支店を通 じて 直ち に 信

用状を開設する つ もりだ っ た ｡ しか し

その信用状はまだ我等に届い て い ない ｡

7 - d : A c c o r d i n g t o y o u r l e tt e r o f A p ril

1 8 y o u w e r e g o l n g t O O p e n t h e

l e tt e r o f c r e d it rig h t a w a y t h r o u g h

R o m e b r a n c h o f fi c e o f a ci r cl e #

b a n k . H o w e v e r
,
t h e l et t e r o f c r e d it

h a s n o t r e a c h e d t o u s y e t .

7 - e : A c c o r d i n g t o y o u r l e t t e r o f A p ril

1 8
, y o u w e r e t o o p e n a l e tt e r o f

c r e d it･ i m m e d i a t el y t h r o u g h t h e

R o m e B r a n c h o f t h e M a r u i B a n k .

H o w e v e r
,
t h e l e t t e r o f c r e di t h a s

n o t r e a c h e d u s y e t .

8 - a : 8 月30 日 ご注文の パ ソ コ ン1 5 0 台は10

月25 日 の 神戸出港 の 富士丸 で積送 の 予

定 です ｡

1 5 5

8 - b : 0 Ⅲ A u g u s t 30 a p e r s o n al c o m
-

p u t e r 150 u nit o f a n o r d e r a r e a pl an

o f t h e p r o d u ct 送 w it b a w e a lt h

士 ci r c l e o f G o d d o o r d e p a rt u r e

f r o m a p o rt o f O c t o b e r 25 .

8 - c : 我等 は君が8 月3 0 日 に 注文した パ ソ

コ ン の150 台を10 月25 日 に神戸港を去る

だろうと ころの富士 丸に よ っ て 船積み

する つ もりだ ｡

8 I d : W e a r e g o l n g t O S h i p 1 50 u n i t o f

t h e p e r s o n al c o m p u t e r t h a t y o u

o r d e r e d o n A u g u s t 30 b y a w e al t h

士 ci r c Le t h e t h a t w ill l e a v e G o d

d o o r p ( 'r t o n O ct o b e r 25 .

8 - e : W e a r e g o i n g t O S h ip 1 50 u n it s o f

t h e p e r s o n a l c o m p u t e r y o u o r d e r e d

o n A u g u s t 30 b y t h e F uji - m a r u

l e a v l n g K o b e P o r t o n O ct o b e r 25 .

｢ 丸井銀行｣ が ci r cl e 井 b a n k , ｢ 富士丸｣

が w e alt h 士 ci r cl e , ｢ 神戸｣ が G o d d o o r

な どとな るの は ご愛敬と い うもの で あろう｡

これらの 固有名詞は頻出の場合は辞書更新に

より予め登録 して お けばよい ｡ ある い は後 ･

編集で 直せ ばよい ｡

9 - a : 当社は M R -50 型 カメ ラ を注文しま

したが
, 本日受け取 っ た品 は Q R - 55

型 で , しか も5 個不足して おります ｡

9 - b : T h e a rti c l e t h a t r e c ei v e d t o d a y ,

a lt h o u g h o u r c o m p a n y o r d e r e d M R
-

50 m ()d els c a m e r a s i s Q R -55

m o d el s a n d b e l a c ki n g 5 al s o .

9 - c : 我等は M R -5 0 カ メ ラを注文 した の

に , 我等 は本日か わり に Q R
-

55 カ

メ ラを受け取 っ て しま っ た ｡ そ の 台数

は 5 台短い だ っ た ｡
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9 - d : A lt h o u g h w e o r d e r e d M R
-50 c a m -

e r a s w e h a v e r e c ei v e d Q R -55 c a m -

e r a s i n s t e a d t o d a y . T h e n u m b e r

w a s s h o r t 5 u n it .

9 - e : A lt h o u g h w e o r d e r e d m o d el M R -

50 c a m e r a s
,
w e h a v e r e c ei v e d t o-

d a y M o d el Q R -5 5 i n s t e a d , a n d t h e

n u m b e r i s 5 u nit s s h o r t .

数量不足は こん な壌合や はり s h o rt が自

然な の で 何とか引き出そうと したが ｢ 不足｣ ,

｢ 足りない｣ を入力して も出て こ な い ｡ シ ス

テ ム 内部の 辞書を覗きたい と思うの は こ ん な

時で ある ｡ こちらが期待する訳語が 日本語の

どん な語あるい は語形と ともに登録 して ある

の か を知り たくな るの で あ る ｡ ｢ 彼は人気が

ある ｡ ｣ に対して T h e r e i s h e p o p ul a rit y .

が出て くる ｡ p o p u l a r を呼 び出 して H e i s

p o p ul a r . を得る に は推理 ゲ
ー ム の ような こ

と を しなく て はな ら な い ｡ p o p ul a r はも は

や日本語 で もあるか ら, ｢ 彼は ポ ピ ュ ラ ー だ｡｣

を入力す る ｡ こ れが最 も単純 な や り方で あ

ろう｡ ｢ 彼 は通俗的だ ｡ ｣ で もよ い ｡ ある い は

｢ 彼は人気の だ ｡ ｣ で もよ い ｡ どうや らp o p-

u l a r は ｢ ボブ エ ラ ー

, 通俗的 , 人気の｣

などと対応さ せて登録 して あるこ とが わか る
4 )

こ とに なる ｡

3 事例と考察( そ の 2 )

前節 で は主と して単 一 の 文を扱 っ たが , 本

節で はある程度の長さ とまとまりの ある内容

を持 っ ビ ジネ ス 文書を対象に して み る ｡ 単
一

の ｢ 文｣ で はなく, ま とまりの ある ｢ 文章ー｣

はそれ自体
一

つ の ｢ 談話( di s c o u r s e) ｣ 的構

造を持 っ ｡ 文章の 中の 一

つ の 文はそれ自体の

境界を越え て別の 文と関連を持っ ようになる ｡

文と文 の 問の ｢ 照応｣ 関係等が問題 とな っ て

くる ｡ 本来 , 翻訳 は ｢ 文章｣ を対象とする も

の で あるか ら機械翻訳の テ キ ス ト編集 もそ の

観点か ら当然考え られ なくて はな らない もの

であろう｡

10 - a : 当社の 時計付きボ ー

ル ペ ン に 対す

る貴社の9 月2 5 日付けの お手紙拝見い た

しました ｡ ｢ ト レ - ド ･ ニ
ュ

ー ズ｣ 誌に

掲載の 当社の広告か らおわか りの よ う

に
, 本製品 は ごく最近開発 され , 市場

へ 出た品ですが , す で に世界中で 大好

評を博して お ります ｡ き っ と貴市場の

拡張に お役に立 つ と存じます ｡ 別便で

ロ サ ン ゼ ル ス 港ま で の 運賃 ･ 保険料込

み価格を記載 した価格表と カ タ ロ グを

お送 り します｡ 最低 2 0 0 ダ ー

ス の ご注

文をお願 い します ｡ 貴社と の 取引を成

立させたい ため , 今回に 限り1 ,0 00 ダ
ー

ス 以上 の ご注文に は特別に 5 % の 割引

をい た します ｡ なお , 船積み は信用状

入手後 2 カ月以内に 行 な い ます ｡ 貴社

の お役 に立 て る もの と確信い た します ｡

10 - b : A l et t e r o f S e p t e m b e r 2 5 d a t e s

o f y o u I
-

C O m p a n y t O a b a ll- p o i n t

p e n w it h a cl o c k o f o u r c o m p a n y

w a s h a d t h e h o n o r o f s e e l n g , A s i t

t h a t u n d e r s t a n d s t o
"

t r a d e n e w s
"

m a g a zi n e f r o m a n a d v e r t i s e m e n t o f

t h e o u r c o m p a n y o f c a r r y i n g t h i s

p r o d u c t i s a lr e a d y w i n n l n g p O p u-

1 a r l t y t h r o u g h o u t t h e w o rl d
,
a l-

t h o u g h i t is t h e a r t i cl e t h a t a p-

p e a r e d t o a m a r k e t a n d b e d e v el-

o p e d v e r y r e c e n t ly . It k n o w s t h a t

it i s u s e f u l t o t h e e x p a n si o n o f

y o u r c o m p a n y m a r k et p r o b a bl y ,

T h e p r l C e li st a n d a c a t a l o g t h a t

e n t e r e d t h e p r l C e a n d b e c r o w d e d

a f a r e / i n s u r a n c e p r e m i u m t o ロ サ

ン ゼ ル ス p o r t w it h s e p a r a t e m ail

s e n d b e d o rl e . A n o r d e r o f a l o w e s t

20 0 d o z e n a r e r e q u e s t e d . L i m it l n g
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i n t h i s ti m e
,
b e c a u s e it w a n t s t o

c a u s e a t r a n s a c ti o n w it h y o u r c o m
-

p a n y m a t e ri ali z a ti o n t h e 5 % o f di s-

c o u n t s a r e d o n e t o a n o rd e r o v e r

1
,
000 d o z e n e s p e ci ally . F u rt h e r m o r e

,

a s h i p m e n t d o e s w it h i n 2 m o n t h s

a ft e r t h e l e tt e r o f c r edit a c q u l Si
-

ti o n . It b eli e v e s a s t h e o n e t h a t

s et s u p it t o a r o l e o f y o u r c o m
-

p a n y ･

1 0 - c : 我等は時計付き我等の ボ
ー ル ペ ン

に 関す る9 月2 5 日 の 君の 手紙 を受け取 っ

た ｡ 君が ｢ ト レ ー ド ･ ニ ュ
ー ズ｣ 雑誌

の 我が広告か ら見 るだ ろ うとおり, 戟

等は本製品を最近開発 し市場 へ 紹介 し

た ｡ それは既に世界中 で 大好評 を博 し

てきた ｡ 我等は こ の 製品が 必ずや君 の

市場の拡張に貢献 す るだ ろう こ と を信

ずる ｡ 我等は君に 別便 に よ っ て 価格表

とカタ ロ グを送 るつ もり だ ｡ そ の 価格

表は ロ サ ン ゼ ル ス ま で の 送 料と保険を

含む価 格を表示す る ｡ 我等 は君か ら

200 ダ ー

ス の 最小限注文を期待する｡ 我

等は君と取引をしたい ｡ 今回の みだ が ,

我等 は100 0 ダ ー

ス 以上 の 注文の ため に

5 % の 特別の割引をす る だ ろう ｡ 我等

は君か ら信用状の 受領後 2 ケ 月 以内 に

その 商品を船積みす る つ もり だ ｡ 我等

は我等が君を助け る こ とが 出来るだ ろ

うと幸せ だろう｡

1 0 - d : W e r e c ei v e d y o u r l e tt e r o f S e p-

t e m b e r 25 r eg a rdi n g o u r b all-p o l n t

p e n w it h a cl o c k . A s y o u w ill s e e

i t f r o m o u r a d v e r t i s e m e n t o f
"

t r a d e

n e w s
"

m a g a zi n e w e d e v el o p t h i s

p r o d u c t r e c e n t ly a n d i n t r o d u c e d t o

t h e m a r k et . It h a s a l r e a d y w o n p o p-

u l a rit y t h r o u g h o u t t h e w o rl d . W e

b eli e v e t h a t t h i s p r o d u c t s u r el y

15 7

w ill c o n t rib u t e t o t h e e x p a n si o n

o f y o u r m a r k et . W e a r e g o l n g t O

s e n d a p rl C e li s t a n d a c a t a l o g t o

y o u b y s e p a r a t e m ail . T h e p r l C e

li s t i n di c a t e s t h e p r l C e i n cl u di n g

t h e c a r r l a g e a n d i n s u r a n c e t o ロ サ

ン ゼ ル ス . W e e x p e ct a m i ni m u m

o r d e r o f 200 d o z e n f r o m y o u . W e

w a n t t o d o a t r a n s a cti o n w it h y o u .

A lt h o u g h o n ly t h i s ti m e i s w e w ill

d o t h e 5 % o f s p e c i a l di s c o u n t s f o r

a n o r d e r o v e r 1
,
0 00 d o z e n . W e a r e

g o l n g t O S h i p t h e g o o d s w it h i n 2

m o n t h s a f t e r t h e r e c e lp t O f t h e

l e tt e r o f c r ed it f r o m y o u . W e m a y

b e h a p p y t h a t w e w ill b e a b l e t o

h el p y o u .

10 - e : W e r e c ei v e d y o u r l et t e r o f S e p
-

t e m b e r 25 r eg a r d i n g o u r b all-p o l n t

p e n w i t h a b u ilt
-i n d ig it al w a t c h .

A s■y o u w ill s e e f r o m o u r a d v e r ti s e
-

m e n t ･ i n T r a d e N e w s m a g a zi n e , t h i s

p r o d u ct h a s b e e n w i n n l n g g r e a t

p o p ul a r lt y t h r o u g h o u t t h e w o rld
,

t h o u g h w e d e v el o p ed it a n d i n t r o-

d u c e d t o t h e m a r k e t o n ly r e c e n t ly .

W e b eli e v e t h a t t hi s p r o d u c t w ill

s u r el y c o n t ri b u t e t o t h e e x p a n si o n

o f y o u r m a r k e t . W e a r e g o l n g t O

s e n d y o u b y s e p a r a t e m a il o u r c a t
-

a l o g a n d al s o a p r l C e lis t , w h i ch

i n di c a t e s o u r C I F L o s A n g el e s p r l C e .

W e e x p e c t a m i ni m u m o rd e r o f 200

d o z e n f r o m y o u . S i n c e w e w is h t o

m a k e a d e a l w it h y o u , w e w ill

m a k e a s p e c i a l 5 % di s c o u n t off

th e li s t p r l C e f o r a n o r d e r o f o v e r

l
,
00 0 d o z e n

,
t h o u g h t hi s ti m e o n ly .

W e a r e g o l n g t O S h ip t h e g o o d s
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w it h i n 2 m o n t h s a ft e r t h e r e c ei p t

o f y o u r l e tt e r o f c r e dit . W e w ill

b e h a p p y t o b e o f h el p t o y o u .

10 - a の 第二 の 文は英語 の 従属節に 類似の

成分を複数個含ん でおり,
その点で やや複雑

な構造を持っ ｡ こ の ような場合は対象文を適

切なところ で分断して入力し, 後 ･ 編集の

際再構成す る方が能率的で ある ｡ ｢ 最近開発

され, 市場 へ 出た品｣ の 部分は 10
-

b で は

t h e a r ti cl e t h a t a p p e a r e d t o a m a r k e t

a n d b e d e v el o p e d … と な るの が実 は不 思議

である ｡ 意 味上 は順序が逆だ か らで あ る ｡

｢ 手紙を書い て 郵送 しな さ い ｡ ｣ に は M a il

a n d w rit e a l et t e r . が出る ｡ 一 方, ｢ 彼 は

私の とこ ろ へ来て謝 っ た ｡｣ は H e c a m e t o

m y p l a c e a n d a p o l o g i z e d . とな るの で あ る ｡

短文を使 っ て いろい ろ試 してみ ると意味上の

逆転 は しば しばお こ る｡ 理由が ある筈だが ま

だ分か らない ｡ 幸い 10- d で は逆転 はな か っ

た ｡ ただ し, こ こ で も少し奇妙な こ とがお こ

る ｡ ｢ 我等は本製品を最近開発 し市場 へ 紹介

し た｣ に 対応 す る の は w e d e v el o p t hi s

p r o d u ct r e c e n tl y a n d i n t r o d u c e d t o t h e

m a r k et だが
, 時制の照応がおか し い ｡ 1 0 - b

の相当部分も同様で ある｡ これに つ い て も,

いく つ かの 例で調 べ て み たがよく分か らない ｡

気紛れで お こる こ とで はなく
一

定の 条件に 基

づく筈で ある｡ 少なく とも動詞が後続す る場

令, 片方の 時制は未決定 に な る ことが よくあ

ると言 えそうだ ｡ ブラ ッ ク ･ ボ ッ ク ス の 内部

に つ い て は入 ･ 出力の操作を繰り返 しながら

推理する しか な い ｡

も っ ぱ ら形式的な側面か ら英語 の 文章 を

｢ 評価｣ する ソ フ トが ある ｡ 米国 の R S 社が

開発 した ソ フ トを使用 して上記 の 10- b , 10

- d
,
10 - e をチ ェ ッ ク して み る こ と に し た ｡

こ の ソ フ ト は本来英語母国語氏に よ る,
一 応

は文法上の 的確性を備え た文章を診断し ,
必

ずしも誤りとは言え ない 個人的な ｢ くせ｣ を

暢夫

指摘したり, 文や使用語の 平均的な長さ, 1

段落内の 文の数等の 観点か ら文章の読 みやす

さ の指標を示す ことを
一

つ の 目的としたもの

である ｡ 従 っ て ,
10 - b にみ られ る ような文

法上 の誤りは, チ ェ ッ クの い わば ｢ 網の 目｣

が粗す ぎて十分 に描捉し得ない ｡ それで も読

みやすさ に つ い て は 一 応の 判定をす る｡ だい

た い , 1 0
- b の訳文はひどす ぎて , と て もこ

の ままで は ビ ジネス 文書どこ ろか , 全く文章

の体をなさ ぬ もの で ある が , 判定に よれば

｢ 読みやすさ の評点 ( r e a d i n g e a s e s c o r e)｣

は5 1 で ある｡ (1 00 点法 に より, 60 - 7 0 が標準,

点が高い はど読み やすく, 低い はど読み にく

い とい うことに な っ て い る ｡ 算出の根拠に つ

い て は省略する ｡) なお, D if fi c u lt f o r m o s t

r e a d e r s . と い う コ メ ン トが っ い て い る ｡ 全

体の語数は167 語 , 文の 平均の 長さ は20 .8 語 ,

ま た , 段 落 ( p a r a g r a p h ) の 長 さ は8 .0 文

で ある ｡ 10 - a に 前 ･ 編集を施 した1 0 - c の

訳文,
10 - d はどうで あろうか ｡ 読 み やす さ

の評点は6 8 で; これに つ い て の コ メ ン ト は,

P r e f e r r e d l e v el f o r m o st r e a d e r s . で ある ｡

全体の 語数は15 2 語, 文の 平均の 長 さ は1 3 .8

語 , ま た, 段落の 長 さ は 1 1 .0 文で あ る ｡ な

お
, 段落に つ い て は, P a r a g r a p h s [ si c]

m a y b e t o o l o n g f o r m o s t r e a d e r s t o f o ト

l o w .
T r y r e p rg a n i z l n g i d e a s i n t , o s h o r t e r

l o g i c a l u n it s . と い うア ド バ イ ス が つ い て い

る｡ 1 0 - d に後 ･ 編集の処理をした 10 - e の 場

令, 読 み や す さ の 評 点 は 6 4 , P r e f e r r e d

l e v el f o r m o s t r e a d e r s . で , 全体の 語数は

149 語 , 文の平均の 長さ は18 .6 語 , 段落の 長

さ は 8 . 0 文 で あ る ｡ M o s t r e a d e r s c o u ld

e a sil y f o ll o w p a r a g r a p h s o f t h i s l e n g t h .

と い う コ メ ン トがある ｡ つ い で なが ら, こ の

はか に も, 例え ば, i n di c a t e は o v e r st a t e d

o r p r e t e n ti o u s だ か ら s h o w に 代え た方
5)

が よい などの 個別 の 指摘が ある｡

段落に つ い て は ,
もともと日本語原文で は

ほぼ 4 段落に な っ て い たの だが ,
1 0 - a

,
c



機械翻訳 における テ キ ス ト編集 に つ い て

を入力する際に これを無視して全体をひとま

とめに した｡ そ の ため, 上記 の評価ソ フ ト は

こ れを 1 段落とみ なしたもの で ある ｡ 判定に

よると 8 文から成る段落ははぼ適当だが , 10

-

d の11文で は長すぎるかもしれぬ とい う ｡

つ まり, 10
-

d は10- e に比 べ 読み やすい が ,

やや冗漫な印象を与える もの に な っ て い ると

い う ことだろう ｡ これは 10 - c を入力する際

に 10 - a をい く らか細分化した か らで ある ｡

10 - e は後･ 編集の 再構成の処理 で全体をい わ

ば ｢ 締め直した｣ もの で ある｡ こ の こ とに 関

連して言え ば,
一

般的に , 単
一 の 文ではなく,

まとま っ た文章の場合, 前 ･ 編集以前の 原文

より前 ･ 編集後の原文は幾分長めに なり, 前･

編集を施した原文に 対応す る訳文 は, 前
･ 編

集以前の 原文に対応する訳文に 比 べ て短め に

な るように思われる ｡ 10- a より1 0- c がやや

長く,
1 0- b より1 0 - d はや や短 い ｡

さて ,
こ こ で 後･ 編集に つ い て 若干補足 し

て おきたい ｡ 後 ･ 編集 は, ( a ) 文法的修正 ､

及び ( b) 文体上の 調監 内容の 補足等に 関

す るもの との両者に 大別出来よう ｡ 両者は相

互に 関連 し て い るが , ( a ) は主 とし て 文要

素の 整序, 添加, 削除, 名詞の 数の 問題, 時

制の問題等に か か わり , ( b ) は主 と して ,

語 の差 し替え , 文の結合, 文の 長さ の調整,

内容上 の補足, 照応関係の調整, 段落の 全体

的バ ラ ン ス の調整 , 句読点の 問題等に かか わ

る ｡ 1 0
- e 冒頭の b u ilt-i n di g it a l w a t c h は

( b) の 範囲に属するもの で ある ｡ 機械翻訳の

終段の プ ロ セ ス で ある後･ 編集の あり方は前 ･

15 9

編集の 出来, 不出来に 大きく左右され る｡

4 おわりに

商業通信文を対象とした場合, こ の 報告で

扱 っ た機械翻訳 シス テ ム にはどの 程度の実用

性が期待出来るだろうか｡ 最 捌こ断 っ た よう

に
,
こ こ で紹介した テ キ ス ト編集の実例は周

辺的補助機能を利用せず,
｢ 裸の まま の ｣ シ

ス テ ム か ら得られたもの で ある ｡ サ ン プ ル の

数を大幅に 増や して調 べ て み ない と何とも言

えな い が, 専門分野辞書, ユ
ー ザ ー

･ イ デ ィ

オ ム 辞書等を付加 し, また その機能を逐次増

強 し, テ キ ス ト編集に携わる者が シ ス テ ム の

特性に十分慣れ, 経験を積めば, ある程度の

実用性は望め るように思われる ｡

機械翻訳の 実用性に つ い て語 る時, その 利

用分野と翻訳結果 の質に 対する要求水準を考

慮する必要が ある｡ 例え ば, 技術系の 企業等

で 日本人技術者 と外国人技術者と の問 の , 文

書に よ る専門的な業務連絡を行う場合 を想定

すると, 前 ･ 編集の 要領を多少心得た者が原

稿 な しで メ ッ セ
ー ジを入力し , 後 ･ 編集を省

い ても, 第三者に はあい まい で , 不明瞭な こ

ともあり得るに せ よ, 当事者間で は十分な伝

達が成り立 っ ように思われるの で ある ｡

い ずれに しろ, 機械翻訳 に おけるテ キス ト

編集 の プ ロ セ ス は人間と機械を結ぶ重要な接

点となる もの である ｡ ｢ ヒ ュ
ー

マ ン ･ イ ン タ
-

フ ェ イ ス ( h u m a n i n t e rf a c e
s

)
)

｣ の 概念が 最

近注目を集め て い るの もうなずける ｡
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引用文献 ･ 脚注

1) 個々 に は年度を明記 しない が , 全て 日本商工会議所商業英語検定試験に おける過年度の問題( C 臥

及びB 級) から採 っ た｡

2) B 社の ｢ エ ディ ッ ト マ ニ ュ ア ル｣ にある例文

3) 実は, あとに な っ て 気付い たのだが ,
こ の翻訳シス テ ム に は, あらか じめ登録され て い るイ デ ィ オ

ム のみの
一

覧を示す印刷物がある ｡ そ れに よると ,｢ ばかりである｣ (｢彼女は宿題を終えたばかりだ｡｣)

はあるが ,
6 - a の ｢ ばかりに｣ はない ｡

4) s b o r t に つ い て は
,
上記 3) の 印刷物に b e s h o r t o f はない ｡ ユ ー ザ ー

･ イ デ ィ オ ム と して新しく

登録すべ きもの であろう｡

5) 対象とする英文に つ いて , あらかじめその ジ ャ ン ル を指定出来るよう にな っ て い る｡
"

G e n e r a l
"

と
"

B u si n
l

e s s
･ ,

の 両方で チ ェ ッ ク したが ,
｢読みやすさの評点｣ に差はなか っ た ｡

6) 野村浩郷編: 言語処理 と機械翻訳,講談社 ,
19 91

, p p . 16 6 - 1 69 .

( 付記)

｢朝 日新聞｣ ( 富山版,
19 91 年 9 月 9 日付) が ｢機械翻訳で 日米欧協力｣ とい う見出しの記事を掲載し,

｢ 最近よく売れて い る市販の シ ス テ ム｣ ( 英 - 日) に よる A P 電 の翻訳例を紹介した｡ 参考ま で に ,
そ

れを以下に引用する ｡

U N I T E D N A T I O N S - T h e S e c u ri t y C o u n cil W e d n e s d a y a d o p t e d a r e s o l u ti o n f o r ci n g a

d ef e a t e d l r a q t o i t s k n e e s a n d di c t a ti n g d e s t r u c t i o n o f i t s c h e m i c a l , g e r m a n d n u cl e a r w a r

c a p a b iliti e s .

If I r a q a c c e p t s t h e r e s o l u ti o n , a c e a s e-fi r e i n t h e P e r si a n G u lf W a r t a k e s e ff e c t i m m e-

d i a t el y .

U N I T E D N A T I O N S - T h e S e c u ri t y C o u n cil W e d n e s d a y は , 負かされたイ ラク をそ の ひ ざに強

制する決議,
及び

,
そ の化学, 細菌,

そ して
, 核戦争能力の 口述して いる破壊を採用した｡

イ ラクが決議を受け入れるならば , 即座に ペ ル シ ア湾 w a r に おける停戦は ,
発効する ｡
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A N o t e O n T e x t - e diti n g l n M a c hi n e T r a n sl a ti o n

N o b u o H A Y A S H I

( R e c ei v e d O c t o b e r 3 0 , 19 9 1)

1 6 1

A B S T R A C T

T e x t- e d iti n g l n m a c hi n e t r a sl a ti o n c o n si s t s o f
"

p r e
- e d iti n g

"

a n d
"

p o s t
- e d iti n g ･

"

P r e - e d iti n g p l a y s a n i m p r o t a n t r ol e i n o b t a i n l n g r e a d a b l e o u t p u t t e x t s i n a t a r g e t l a n
-

g u a g e , p a rti c u l a rl y w h e n t h e t w o l a n g u a g e s i n v ol v e d a r e u n r el a t ed a s i n th e c a s e o f

J a p a n e s e a n d E n g li s h ; s e ri o u s s y n t a cti c a n d s e m a n t i c d i s a r r a y a ri s e s i n o u t p u t t e x t s if

t r a n sl a ti o n is p e r f o r m e d w it h n o p r e- e diti n g a p p li e d t o i n p u t t e x t s . M a c h i n e t r a n sl a ti o n

a t t h e p r e s e n t st a g e o f it s d e v el o p m e n t i s e x t r e m el y d e p e n d e n t o n f o r m a l s t r u ct u r e

o f an 1 n P u t l a n g u a g e , d i s r e g a r d i n g s e m a n ti c c o n t e x t s , a n d t hi s c a u s e s p r o bl e m s a s w ell ･

T h i s a rti cl e r e s ul t e d f r o m t h e a u t h o r
'

s a t t e m p t t o f a m ili a ri z e h i m s el f w it h t h e w a y t e x t-

e d iti n g l S a p p li ed a s w ell a s i n t h e w a y c o m p u t e r
- a s si st e d m a c hi n e t r a n sl a ti o n g e n e r a ll y

w o r k s .
T h e a u t h o r cit e s s o m e t r a n s l a t e d s a m p l e s i n J a p a n e s e - E n g li s h m a c h i n e t r a n s

-

l a ti o n t o ill u s t r a t e w h e r e p r o b l e m s li e a n d h o w s o m e pit f a ll s c a n b e a v o id ed .

K E Y W O R D S

P r e- ed iti n g , P o s t- ed iti n g , S t r u c t u r e
- d e p e n d e n t , B u s i n e s s c o m m u ni c a t i o n s ,

S e m a n ti c c o n t e x t s , A m b ig u it y , R e a d a b ilit y i n d e x


